
【22_183思考系メルマガ】勝てない原因は、本当に「欲」なのか？

〇〇さん

こんにちは！クロガキ（クロ）です。

いよいよ、この毎日メルマガの１年の折り返し地点に突入しました。

ここまで毎日無事にメルマガを送り届けることが出来たのも、これを読みながら応援してくれる

皆さんのお蔭です。本当にありがとうございます。

これから暑い日が続き、秋を経て３６５通目を送るころには冬になっている（はず）ですが

いつも自分の学びに繋げつつ、皆さんにもそれをおすそ分けするような発信をしていくつもりなの

で

引き続きよろしくお願いします。

さて、折り返しと言っても特別な事は特になく（笑）　いつもの調子でお届けしていきます。

今日のテーマは、勝てないトレードをどうやって勝てるように変えていけばいいのか？

という一つの『考え方』の提示をしたい、という内容です。

┏┓

┗■　本当に「欲」が原因なのか？
　└────────────────────

トレードで勝てないのは、人の内側にある「欲」が原因であるという話がよくありますよね。

僕も、最近まではそうなんだろうと思っていたのですが、じゃあ「欲を無くせ」と言われて

そんなにすんなり人から「欲」を取り除くことができるのか？と言われたら、僕としては

余程特殊な訓練でもしない限り難しいだろうと思います。



欲と言っても、睡眠欲・食欲といった生理的な欲とも無関係ではありませんし

それと「お金が欲しい」「自由が欲しい」といった精神的な欲求はある程度紐づいているものとも

言えるわけで

その欲求を本当に無くせるのなら、そもそもトレードをやる必要すら無くなってしまう

つまり、「欲」を消すということは、同時にトレードを頑張る『動機』も消えてしまう事になるんですよ

ね。

なので、僕は考えました。

本当は、「欲」がいけないのではなく、もっと根っこのところに問題があるのではないか？と。

それを僕なりにまとめて喋った内容が、先日のモーニングライブです。

▼アーカイブはコチラ▼
https://youtu.be/TUSN9eDbm2Y

僕が考えるに、トレードで勝てなくしているのは『考え方』のアプローチが間違っている場合が多

い

と言う事である程度結論づけているのですが。

何がいけないのかというと、トレード（特にFX）の参入障壁の低さ、要は「始めるためのハードル」
が低い事

つまり、簡単に始められる　ことによって　手軽に稼げるツール　であると錯覚させてしまう要素が

あるという事。

言い換えれば、「横着」が身についてしまうのです。

実際、この道数十年のプロや機関投資家も、初めて間もない初心者も、見るチャートはみんな同

じです。

https://youtu.be/TUSN9eDbm2Y


つまり、レベルの差に関係なく、皆が同じ土俵に立っていると言う事をまず認識しなければなりま

せん。

そんななかで、ちょっと手法を知った（教わった）だけで、すぐ勝てるようになると思いますか？

どう考えても（すぐに、というのは）無理なんです。

これは、発信者の立場にある人たちがみんなで省みなければならない事であると思っているので

すが

「１カ月で〇〇万円を稼ぎましょう」

「この手法を身につければ、勝てるようになります」

といった、夢や快適性を売りにして、トレードを学ぼうと煽る姿勢とその情報の積み重ねこそが

勝てないトレーダーをこれまで大量に生み出してきた背景にあるのだろうと考えています。

ならば、そのことに気づいた人から、徐々に変わって行かなければなりません。

そもそも、自分にとって本当に生きる糧を得るための手段が、あえて『FXである』必要はあるのだ
ろうか？

今自分の取り組んでいる方法には、ちゃんと一貫性があり、継続的な利益をもたらす仕組みとし

て成り立っているのだろうか？

時間と手間をかけて検証し、修正し、また場合によっては決別する事も必要になるかもしれませ

ん。

この、『時間と手間』がかかるという事実を、取り組む人は皆納得して受け容れなければなりませ

んし

発信する立場にある人は、それを責任もって正確に伝える必要があるのではないでしょうか。

僕は正直なところ、今のSNSでそれをしっかり実行できていると感じる人は

極めて希少だと思っています。



自分の手法こそが一番

これをやれば稼げるようになります

アイツがやっている事は、詐欺。こっちが正しい

そんな二元論的で不毛な言い争い、マウント合戦を何年も繰り返しています。

そういう所から一早く距離を置いて、自分が本来必要とする事が何かを理解して

目的に適った『行動・考え方』を身につけていけたらいいなと思う次第です。

今日から今年も残り半分です。この残り半年を「やり切った」と言って終われる２０２２年になるよう

に、お互い頑張っていきましょう。


